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はじめに
　海鳥は生活史の多くを洋上で過ごすため，陸上
からの観察だけでは保全に役立つ情報を集めるの
は難しい．このため，広い海域で海鳥の基礎的情
報を蓄積しモニタリングすることが重要とされている
（風間ら2010）．北海道北部から東部にかけての海
鳥については，主に繁殖コロニーでの調査研究が
進められてきた（環境省自然環境局生物多様性セン
ター 2015；エトピリカ基金，2017；風間ら2014；長
谷部・先崎2016；今野・千嶋2019；村山ら2010；福
田2005）．それら先行研究の成果によって，海鳥と
海洋双方の保全に貢献することを目的としたマリー
ン IBAでは，北海道の北部から東部においてコシジ
ロウミツバメOceanodroma leucorhoa・ウミネコLarus 
crassirostris・オオセグロカモメL. schistisagus・ウトウ
Cerorhinca monocerataの繁殖地を中心に，道北か
ら道東の広い範囲に2つのサイトが指定されている
（佐藤ら2016）．船を用いた洋上のセンサス方法もす
でに確立している（綿貫・高橋 2016）．また，北海道

では利尻島・礼文島（杉村2004；杉村2005），網走
湾（宇仁ら2014） ，知床半島（福田2002；福田・小
林2009），津軽海峡（倉沢・平田2021），などで船
上からの調査報告がある．さらに，バイオロギング
によって一部の種において外洋での行動が明らかに
なりつつある（高橋・依田2010）．その一方で，最も
容易であり費用も少なく抑えられるであろう，沿岸域
における陸上からのモニタリング調査は全国的にも
ほとんど行われていない．陸域の水鳥に関してはモ
ニタリングサイト1000によって（モニタリングサイト
1000，http://www.biodic.go.jp/moni1000/，2021年
10月1日閲覧），ガンカモやシギチドリが全国的か
つ継続的に調査されているが，海鳥においては島嶼
における繁殖コロニーの調査しかされていない．非
繁殖期によく利用される海域は，コロニーを基準と
したアプローチではわからないとされている（綿貫ら
2018）．陸上からの調査では外洋を調べることはで
きないが，海鳥の中には沿岸域を主な行動圏として
いる種も少なくない．近年の光学機器は大口径かつ
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高倍率化が進んでおり，大型種であれば5 km以上
の距離であっても属もしくは科レベルでの計測が可
能である．バイオロギングを繰り返し何度も行うこと
は容易ではなく，同時に船を用いた調査は波風など
の天候の影響を受けやすい．また，何年も月に何度
も調査を実施するのは，費用や調査員の確保の面
からも容易ではない．そして，厳冬期のオホーツク海
においては，海氷の影響によって船による調査は困
難である．流氷観光船を利用する方法も考えられる
が，航路が一定ではないためモニタリング調査には
不向きといえる．その一方で，陸上での調査は一人で
実施可能であり，費用も抑えられ，天候にも臨機応
変に対応でき，長期に渡って定期的に一定の海域を
モニタリングできる利点がある．これまでに陸上から
の調査が十分に進んでいないのは，海鳥調査におけ
る盲点のひとつと言えるだろう．
　紋別市から知床半島を除いた斜里町までの沿岸
はマリーン IBAから外れているが，この海域につい
て環境省は 「生物多様性の観点から重要度の高い
海域」として，沿岸域にオホーツク沿岸，沖合表層
域にオホーツク海海域，沖合海底域に知床堆・北見
大和堆周辺を選定し （生物多様性の観点から重要
度の高い海域，http://www.env.go.jp/nature/biodic/

kaiyo-hozen/kaiiki/，2021年10月1日閲覧），「生物
多様性の観点から重要度の高い湿地」に網走能取

岬周辺沿岸を選定している（生物多様性の観点から
重要度の高い湿地，http://www.env.go.jp/nature/

important_wetland/，2021年10月1日閲覧）．紋別市
から斜里町までの沿岸は，重要海域および重要湿
地に選定されているが，海鳥の調査は進んでおらず
情報不足の状態が続いている．これらの状況から，
オホーツク海に突き出すような位置にあり，台地上
から広い海上を見渡せる能取岬を調査地に選定し，
2010～ 2018年に海鳥を対象とした陸上からのモニ
タリング調査を実施した．

調査地
　調査地は北海道網走市能取岬（44 ° 06'48"N 144 °

14'36"E）に設定した（図1）．能取岬は網走湾と能取
湖に挟まれ，能取半島 （美岬丘陵）がオホーツク海
に張り出す位置にある．標高約40 mの海食崖上に
丘陵地が広がり，崖下には岩礁が連なる．岬の先端
部に能取岬灯台があり，周辺は夏季に牛の放牧に利
用されている．冬季には流氷が接岸し，知床半島を
望む景勝地としても有名である．岬から約5 kmまで
の水深は50 m程である．能取岬沖27 kmの北側に
は幅約10 km，長さ約 75 kmの北見大和堆があり，
岬の東側約10 kmの位置から北方向に向かって，水
深約100 mから急激に深くなる網走海底谷がある 

（Nagano et al. 1974） ．

図1．調査地の地理的な
位置．
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調査方法
調査は20～ 60倍（2013年以降は30～ 70倍）の
望遠鏡を用いて行った．調査は2010～ 2018年の
各月上・下旬に各1回行った．また，2016年7月上
旬と11月下旬，2017年2月下旬と7月下旬，2018

年1月上旬は天候不良のため実施できなかった．ま
た，2015年9月上旬は調査を失念したため実施でき
なかった．1回の調査時間は概ね07:00～ 10:00の間
の約60～ 120分である．
計測はカモ目カモ科の主に潜水採食を行う種（以
下，潜水ガモと表記）・カイツブリ目・アビ目・ミズナ
ギドリ目・カツオドリ目・チドリ目シギ科ヒレアシシギ
属とカモメ科，トウゾクカモメ科，ウミスズメ科を調
査対象とした．2014年以降はコケワタガモPolysticta 
stelleri，シノリガモHistrionicus histrionicus，コオリガ
モClangula hyemalisを除いたカモ科を調査から除外
した．2013～ 2014年はヒメウPhalacrocorax pelagicus
以外のウ属を合わせて計測し，2015年以降はヒメ
ウ以外のウ属を調査から除外した．2013～ 2014年
はカモメ科カモメ亜科のうち，ミツユビカモメRissa 
tridactylaを除く種を全てカモメ亜科に合わせて計測
した．2015年以降はミツユビカモメ以外のカモメ亜
科を調査から除外した．また，種の確定ができない
場合は属もしくは亜科や科として計測した．調査開
始後に調査対象種を減らしたのは，長期モニタリング
を継続するための負担軽減が理由である．
カモメ科の分類は決定版 日本のカモメ識別図鑑

（氏原・氏原2019）に従った．それに加えて，同著
に記載されている“タイミルセグロカモメTaimyrensis ”

はセグロカモメL. vegaeとの野外識別が困難であるた
め，セグロカモメに含めて計測した．また，冬季の調
査においては，調査範囲の海氷面積の割合（％）を目
測で記録した．また，油暴鳥類を確認した際には種
と個体数を記録した．

結果
能取岬からは水平線までの広大な海面が視認で

きたことから，具体的な調査範囲（海面）を決める
ことができなかった．このため，能取岬から視認で
きた全ての対象種を記録することとなった．能取岬
から能取湖沖の堤防までの直線距離が約 4 kmで
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図2．能取岬における分類群別の2010～ 2014年の各月の
平均個体数（個体数の少なかったカイツブリ科とトウゾクカ
モメ科を除く）．各月の平均個体数は2010～ 2014年の5年
間の平均値を求めて使用した．

あったことから，この堤防付近で確認したウ属やオオ
セグロカモメの大きさを基準とし，確認できた各種海
鳥の距離を推定した．小型種に関しては推定で2～
3 kmの範囲まで記録でき，中型～大型種については
推定で3～ 5 kmまでの範囲の個体を少なくとも属も
しくは科で記録できた．そして，最も外洋で行動する
ミズナギドリ属については，卓越した群れに限って10

～ 15 km程度，もしくはそれ以上の距離まで記録で
きたと考えられる．
延べ186日の調査によって11科43種394,124羽を
確認した（附表）．個体数の少なかったカイツブリ科
とトウゾクカモメ科を除いた2010～ 2014年の分類
別の平均個体数を図2に示す．分類群別では12～
3月の冬期に潜水ガモが多かった．4～ 5月の春の
移動期にウミスズメ科およびミズナギドリ科とヒレア
シシギ属が多く，6～ 7月はいずれの分類群も少な
かった．8月にミズナギドリ科が多かった．10月から
の秋の移動期にカモメ科が増加し，11月にアビ科が
多かった．能取湖沖の防波堤でオオセグロカモメの
繁殖を確認した（渡辺2020）．
潜水ガモでは，シノリガモとコオリガモとウミアイ

サMergus serratorで最大個体数800羽以上を確認し
た．ハジロ属やクロガモ属の確認は少なかった．シ
ノリガモは10月から増加し，12月下旬から1月上旬
に最も多かった．2013～ 2014年の冬まで安定して
1,000羽以上が確認されたが，翌冬から減少し2015

～ 2016年の冬期は最大でも491羽に留まった（図
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図3．能取岬における2010～ 2018年の各種・分類群の各月の個体数変動を示す．Dのウ属の2015年以降の調査は未実
施．Gのウミスズメ科の個体数は最大700羽までを表示．
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3A）．シノリガモは岩礁沿いから推定で2 kmまでの範
囲で，採食や休息をしている個体が多かった．コオリ
ガモは2010年と2011年の4月に500羽以上を確認
したが，以降は最大でも200羽に満たない個体数に
留まった（図3A）．コオリガモは岩礁沿いではみられ
ず，推定で3～ 5 kmの沖合で採食や休息しているこ
とが多かった．ウミアイサは5～ 6月に多かった．ウ
ミアイサは推定で1 kmまでの範囲で休息しているこ
とが多かった．コケワタガモ雄成鳥1羽を2013年11

月18日～ 12月25日に確認し，同一と考えられる雄成
鳥1羽を2014年2月20日～ 4月20日に確認した（図
4）．コケワタガモ雄成鳥はシノリガモの群れと行動を
共にし，能取岬の先端部の岩礁周辺で採食と休息を
繰り返していた．また，シノリガモ雌に対して求愛行
動を行う様子も確認した．2014年4月6日には，雄
成鳥とは別に性不明幼鳥1羽を確認した．性不明幼
鳥個体は雄成鳥とは別の岩礁で行動していた．
アビ属は11～ 12月上旬に卓越した群れを確認し
た．アビ属の多くは主に数千羽以上の群れで行動し
ていた．2010年12月11日には，見渡す限りの沖合
を埋め尽くすような巨大な群れを確認した．最も少な
く見積もっても20,000羽が採食や休息をしている様
子だった（図3B）．また，2011年11月23日には最も
少なく見積もっても15,000羽の巨大な群れを確認し
た．アビ属の群れの多くは推定で2～ 5 kmの沖合で
行動していたため，ほとんどの個体で種の特定はで
きなかった．しかしながら，大きな群れが比較的近
距離に接近してきた際の観察では，群れのほぼ全て

がシロエリオオハムGavia pacificaであることを確認し
た．一方でアビG. stellataとオオハムG. arcticaは大き
な群れとは行動を別にし，単独から10羽程が推定で
1～2 kmの距離で行動していることが多かった．アビ
属の大きな群れは2011年まで確認されたが，その後
は約1,000～2,000羽の群れが確認されるに留まった
（図3B）．
ミズナギドリ科はハシボソミズナギドリPuffinus 

tenuirostrisとハイイロミズナギドリP. griseusを確認し
たが，主に5～ 10 km以上の遠方で行動していたた
め種別に計測することができなかった．このため，両
種を全てミズナギドリ属として計測した．ミズナギドリ
属は2015年まで4～ 6月と8月に卓越した群れを確
認した（図3C）．2016年以降にミズナギドリ属の群れ
は確認されなかった．
ヒメウ以外のウ属（2015年以降は調査未実施）は
能取岬周辺の海上ではみられず，ほぼ全てが能取岬
湖口の堤防や消波ブロックで休息していた．ウ属は7

月から徐々に増加し，10～ 11月に個体数が最大に
なった後に減少した（図3D）．個体数に年変動はみ
られず，毎年約1,000羽を確認した．ヒメウは能取岬
周辺の海上で周年みられた．10月から増加し，1月に
一時的に減少した後に再び増加した．5～ 9月の夏
期は僅かであった．個体数に年変動はみられず，毎
年最大で約200～ 300羽を確認した．ヒメウは岩礁
付近から推定で2～ 3 kmまでの範囲で，単独で採
食や休息していることが多かった．アビ属と採食混群
を形成することもあった．

図4．コケワタガモ雄成鳥，網走
市能取岬　2014年3月5日撮影．
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ヒレアシシギ属はアカエリヒレアシシギPhalaropus 
lobatusを確認した．ヒレアシシギ属の確認は僅かで
あったが，2013年5月26日にヒレアシシギ属18,000

羽の卓越した群れを確認し（図3C），能取岬直下の
岩礁で採食していた．ヒレアシシギ属は小型であるた
め，計測できたのは推定で1～ 2 kmまでの範囲で
あった．
カモメ亜科は9月から増加し10～ 11月に個体数
が最大となり，その後に減少し12～ 3月には少な
かった．7～ 9月に確認された個体の多くがウミネコ
とオオセグロカモメだった．この時期にはヒメウやウト
ウと共に採食混群を形成し，鳥山と呼ばれる状況が
頻繁にみられていた．採食混群の数は調査対象にし
ていなかったが，鳥山が皆無になった2016年から記
録をはじめたところ，2016年以降は2018年7月8日
に僅か一群の確認に留まった．10～ 11月に確認さ
れた個体の多くがミツユビカモメであった（図3E）．
2010～ 2011年の10～ 11月にカモメ亜科とした個
体のほぼ全てがミツユビカモメと推測できたが，遠方
のため種の確定はできなかった．ミツユビカモメは数
百から数千の群れで採食や飛翔をしていることが多
かった．2012年頃まではアビ属と採食行動を共にす
ることもあった．2013年以降にミツユビカモメの個体
数が減少した（図3E）。
アジサシ属はアジサシSterna hirundoを確認した
が，遠方で他種との識別が十分に行えなかったため，
全てアジサシ属として計測した．アジサシ属の確認は
少なかったが，2012年9月9日に1,150羽を確認した
（図3F）．アジサシ属同様にトウゾクカモメ属の確認
も少なかった．しかしながら，アジサシ属が卓越した
2012年9月9日には，トウゾクカモメ属130羽を確認
した．うち15羽で種の特定ができ，内訳はトウゾクカ
モメStercorarius pomarinus 5羽とクロトウゾクカモメS. 
parasiticus 10羽であった（図3F）．
ウトウを除くウミスズメ科の多くの種が11～ 1月に
多かった．ウミガラス属は特に1月に多かった．2013

年4月3日の無風で曇りの日に，ほとんどがハシブト
ウミガラスUria lomviaと考えられるウミガラス属の
卓越した群れを確認した（図3G）．ウミガラス属は
数十羽～約100羽の群れで，着水と飛翔を繰り返
しながら沖合1～ 2 kmの距離を海岸線に沿うよう

に常呂漁港方向へ移動していた．観察中に推定で
10,000羽以上が能取岬沖を通過した． ウミスズメ
Synthliboramphus antiquusは2014年 11月5日に250

羽，2016年12月19日に365羽を確認したが，それ
以外の確認は最大で約50羽に留まった（図3G）．ケ
イマフリCepphus carboは5月まで10羽前後が確認さ
れ，2013年には6月にも確認したが，繁殖に関わる行
動は確認できなかった．ウミバトC. columbaは遠方の
ため亜種の特定はできなかったが，2018年6月10日
に確認した夏羽1羽は翼の白色斑が明瞭であったた
め，亜種アリューシャンウミバトC. c. kaiurkaの可能性
があった．また，エトロフウミスズメ属の確認は少な
かった．ウミガラス属やウトウは推定で3～ 4 kmまで
の範囲の個体を計測できたが，小型種は推定で2 km

までの範囲の計測に留まった．ウミスズメは数羽から
約10羽の群れで行動していることが多かったが，ウ
トウ以外のその他の種は単独から数羽で行動してい
ることが多かった．ウトウは3月下旬から増加し，11

月まで数百羽以上が確認された．春と秋に多い場合
がみられたが，個体数に年変動が大きく決まったパ
ターンでの増減を認められなかった（図3H）．ウトウ
は数羽単位が広い範囲に点在していることが多かっ
たが，時には約100羽の群れでアビ属やヒメウ，およ
びカモメ亜科と採食混群を形成することもあった．
冬季における海氷面積（％）を表に示す．1月下旬

から海氷がみられ，2～ 3月上旬にかけて広い範囲
が海氷に覆われた．しかし，2010年，2016年および
2017年の海氷面積は50％以下に留まった．確認し
た油爆個体は2011年11月23日ハシブトウミガラス1

羽，2016年12月19日ハシブトウミガラス1羽の2個
体であった．いずれの個体も頻繁に羽繕いを行い，
腹部の白い羽毛に油の付着と考えられる茶褐色の羽
毛が認められた．

 

考察
宗谷岬から知床半島基部に至るオホーツク海沿
岸は，直線的な砂浜の海岸線が断続的に連なり，能
取岬一帯でみられるような岩礁海岸は多くない．この
ため，今回の調査地として選定した能取岬は，オホー
ツク海沿岸を代表する環境とは必ずしも言えない．し
かしながら，半島上の地形に加えて海岸沿いの台地
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表1．能取岬における2010～ 2018年の1～ 4月の海氷面積の割合（％）．-は調査未実施を示す．

年 1月上旬 1月下旬 2月上旬 2月下旬 3月上旬 3月下旬 4月上旬 4月下旬

2010 0 1 20 10 0 0 0 0
2011 0 95 20 5 80 0 0 0
2012 0 95 80 80 40 20 5 0
2013 0 90 90 99 90 20 0 0
2014 0 10 95 99 5 70 20 0
2015 0 100 20 20 10 0 0 0
2016 0 0 0 0 50 0 0 0
2017 0 0 40 - 0 0 0 0
2018 - 0 50 99 20 0 0 0

上から見下ろす視線で調査ができるため，海岸線か
ら外洋までに生息する各分類群の海鳥を網羅的に
記録できたといえる（附表）．
冬季に多く見られたシノリガモは，主に岩礁海岸

の食物を食べる（呉地・山田1984）．このため，幅
広い砂浜海岸に挟まれるように位置する能取岬周
辺の岩礁は，オホーツク海で越冬するシノリガモが
集結しやすい場所であると考えられる．実際に記録
された潜水ガモの多くがシノリガモであり，2014年
に最大1,862羽を確認した．しかしながら，シノリ
ガモの個体数は2015年から減少している状況がみ
られている．2018年には一時的に1,000羽を超えた
が，確認された日は能取岬周辺に幅広く流氷が接岸
していた（表1）．このため，通常の調査時には計測
されない，調査範囲外に滞在していた個体が，流
氷の隙間に僅かに残された海面に集中していたと考
えられる状況であった．海氷の影響を強く受けた日
の計測であるため，シノリガモの個体数が増えたと
は言い難く，2018年の最大個体数は前年2017年
と同様の個体数が越冬していたと考えることが妥当
であろう．2009年以前の能取岬のシノリガモは継続
して2,000羽以上が越冬していたと考えられており，
2008年2月2日には2,577羽の情報もある（日本野鳥
の会オホーツク支部．http://www.wbsj-okhotsk.org/

jouhou/2008/200802/20080202.htm，2021年 10月
1日閲覧）．シノリガモ減少の要因は不明であるが，
一因として食物の減少が考えられるだろう．一方で，
繁殖地のひとつと考えられるサハリンにおいて，2006

年に多数の河川で土砂の流入がみられており（北海

道ラプターリサーチ．http://www.irbj.net/common/

pdf/sakhalin.pdf，2021年10月1日閲覧），繁殖地の
環境悪化がシノリガモ個体群に影響している可能性
も指摘しておきたい．シノリガモについで多かったコ
オリガモは，2010年春の最大830羽と2011年に500

羽が確認されている．2011年まで春の移動期に能取
岬周辺に定期的に滞在していた可能性がある．コオ
リガモの群れはシノリガモが主に行動する海域よりも
沖側の水深が深い場所でみられている．シノリガモと
コオリガモは同様の食物を食べるが（Goudie・Ryan 

1991），潜水する深さで棲み分けがされていた可能性
もある．2012年以降は少なかったが，コオリガモが
主に行動していた沖合の食物が減少した可能性があ
る．クロガモ属は砂浜海岸である浜小清水で多く見
られている（渡辺2021）．能取岬では僅かにしか確認
されていないため，砂浜海岸である浜小清水との環
境の違いが影響していると考えられる．
アビ属は秋の移動期に卓越した群れが確認され
ている．アビ属のほとんどがシロエリオオハムと考え
られ，能取岬周辺がシロエリオオハムにとって重要
な海域であることが示唆される．アラスカ北部で繁
殖するシロエリオオハムは，主に日本の沿岸と韓国
沖で越冬すると考えられている（The Pacific Loon．
https://si.maps.arcgis.com/apps/Cascade/index.html

?appid=a895885cc8174220be63cabe3a720f4c，2021

年10月1日閲覧）．モニタリング調査のため詳細な
行動観察を行っていないが，卓越したアビ属がヒメ
ウやミツユビカモメと採食混群を形成している様子も
みられている．アビ属は2012年から大きく減少した
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が（図3B），BirdLife Internationalによると北米のシ
ロエリオオハムは増加しているとされている（BirdLife 

International．http://datazone.birdlife.org/species/

factsheet/pacific-loon-gavia-pacifica/text，2021年 10

月1日閲覧）．このため，能取岬における急激な個体
数減少は，調査地周辺の食物減少の影響を受けて
いる可能性が高いだろう．アビ属と同じ季節に数多
く確認されたミツユビカモメも，2013年頃から大きく
減っている（図3E）．海中で主に魚類を採食するアビ
属と（千嶋2016），主に水面で小型浮魚などを採食し
ていると考えられるミツユビカモメが同様の時期に大
きく減少したことは，オホーツク海における秋期の多
獲性浮魚類が大きく減少していることを示唆する．さ
らに，春から夏にかけて卓越したミズナギドリ属も，
2015年から巨大な群れが確認されていない．北海道
に飛来するハシボソミズナギドリは，5月に多く主な食
物はオキアミと考えられている（千嶋2015）．また，ハ
イイロミズナギドリは6月中旬以降に数を増し，食物
はカタクチイワシなどの小型浮魚の割合が高いと考
えられている（千嶋2015）．ミツユビカモメ以外のカモ
メ亜科を調査対象から外したため，カモメ亜科につ
いて2015年以降の記録はないが，2016年の夏期に
極端に海鳥が少ない状況が続いたことから，補足的
にカモメ亜科の計測を行った．ウミネコとオオセグロ
カモメが多い時期の2016年9月20日に行った計測
では，見渡す限りの海面にカモメ亜科は僅か51羽し
か確認されなかった．これら減少している種が多い中
で，ヒメウには減少の兆しがみられていない．そして，
シノリガモは減少しつつも僅かに増加した兆候もみら
れている．減少している各種との違いは，シノリガモ
もヒメウも岩礁の海底に生息する生物を採食するこ
とであろう（呉地・山田 1984；BirdLife International 

http://datazone.birdlife.org/species/factsheet/pelagic-

cormorant-urile-pelagicus/text，2021年 10月1日閲
覧）．計測された個体数が少ないため個体数の年変
動を掴み難いが，冬期にみられるウミガラス属では，
ウミガラスU. aalgeが減少している一方でハシブトウ
ミガラスの変化は少ない．また，ケイマフリについて
は増加している．ウミガラスの主な食物は中層遊泳
性魚類とされ，ハシブトウミガラスは魚類に加えてオ
キアミやイカ類なども食物とされている（千嶋2013）．

また，ケイマフリの食物については不明な部分が多
いようだが，ギンポやカジカを採食する姿がみられ
ている（千嶋2013）．従って，ウミスズメ科について
も岩礁で潜水採食を行う種は減少していない．一方
で，春から秋にみられるウトウの個体数には不規則
な増減がみられている．春と秋の移動期に多いが，6

～ 7月の繁殖期に多くみられる年もある．福田・甲村
（2011）や渡辺（2021）は，知床半島～浜小清水に
飛来するウトウが，国後島・択捉島の繁殖地から飛
来している可能性を指摘しており，能取岬においても
近郊で繁殖するウトウの採食エリアに含まれると考え
られる．多くの外洋性海鳥の採食域は海洋環境の季
節変化や年間差によって変動するとされている（綿貫
ら2018）．ウトウが雛に持ち帰る食物の大部分が魚
類であり（千嶋2014），主要な食物である小型魚類
が多い時に，能取岬でウトウが多かったと考えること
が妥当であろう．また，多くの海鳥が極めて少なかっ
た2016年12月に，ウミスズメは最も多い365羽が確
認されている．同時期のアビ属とミツユビカモメは特
に少なかったが，コオリガモとウミガラス属について
も，2013年以降で最も多い個体数（コオリガモ196

羽，ウミガラス属49羽）が確認されている．コオリガ
モやウミスズメ科に共通する魚類以外の食物が，この
年に一時的に多かったのかもしれない．

2013年4月3日に確認されたハシブトウミガラスの
群れは，繁殖地へ移動途中の大群であったと思われ
る．また，移動中と考えられる1万羽以上のハシブト
ウミガラスが，2006年4月8日に能取岬で確認されて
いる（倉沢康大　未発表）．確認された油暴個体は
ハシブトウミガラス2個体のみであるが，海鳥との距
離が遠く油暴個体の発見が困難であったためであろ
う．
海鳥の分布は食物の分布と一致すると考えられて

いる（綿貫ら2018）．多くの海鳥が季節を問わず減
少していることは，能取岬周辺において海鳥の食物
が大きく減少している可能性を示す．海鳥の食物が
大きく減少している一因として海水温の上昇や海氷
の減少が考えられる（小杉ら2009）．海鳥の研究者
は漁業関係者との情報共有はもちろん，気候危機が
懸念される状況において，気象学者など幅広い分野
の研究者と活発に議論していく必要がある．同時に
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市民による調査も重要性を増しており，小堀（2013）
によると市民調査は研究者や行政ではカバーできな
い，広域的長期的なデータ集積を行う調査に特化す
べきと指摘している．つまり，市民がやるべき調査の
ひとつがモニタリング調査である．鳥類における市民
調査では，タカ渡りネットワークによる猛禽類の移動
個体数調査があり，全国各地の個体数情報が個人
の努力によってWeb上にリアルタイムで公開されてい
る（Hawk Migration Network of Japan．http://www.

gix.or.jp/~norik/hawknet/hawknet0.html，2021年10

月1日閲覧）．日本は3万5千kmを越える長さの海岸
線を有しており，能取岬と同様に陸上からの海鳥調
査に適した場所が数多く存在しているだろう．人材は
豊富ではないが，海鳥においても全国規模でのモニ
タリング調査が実施され，情報共有と公開が即時的
に行わる体制が整えば，海の異変をより早く察知で
きるかもしれない．また，再生可能エネルギーの普
及が強く求められる状況の中で，沿岸域における海
鳥のより詳細な生息情報も求められている．予測の
難しい環境の異変を察知し，持続可能性の高い開発
を行うためには，海鳥や生物に限らず市民一人ひと
りによる様々な分野のモニタリング調査が重要性を
増している．そして，個人の努力だけでは長期モニタ
リング調査を継続することは難しく，行政や研究者の
手厚い支援が必要であることも忘れてはならない．
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に
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る
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認
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お
よ
び
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体
数
．
個
体
数
は
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月
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認
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る
．
-  
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調
査
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実
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示
す
．（
続
き
）
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附
表
．
能
取
岬
に
お
け
る

20
10
～

20
18
年
の
確
認
種
お
よ
び
個
体
数
．
個
体
数
は
各
月
に
確
認
し
た
最
大
個
体
数
を
用
い
て
い
る
．
-  
は
調
査
未
実
施
を
示
す
．（
続
き
）


